
































⑥an informal talk invol宙ng a sllnall group of people or only two;the acti宙ty f ta king
in this way(“Oxford Advanced Learneris Dictionary")


































同   (MA4-6)
研究生他
合計
8名 中国 (女性)、 イタリア (男性)、 モンゴル2名(両名女性)、
韓国2名(両名男性)、 オラング (男性)、 イギリス (女性)
7名 日本 (女性)、 タイ4名 (男性 1名、女性3名)
台湾 (男性)、 ベ トナム (男性)
4名 オーストリア (女性)、 ロシア (女性)、 台湾 (男性)
イギリス (女性)
2名 中国 (女性)、 韓国 (女性)










































































(                                                                                                                                )
例えば、ATMなんかも、しゃべりますね。ATMに「キャッシュカードを入れてください。」と言われたら、
カー ドを入れなければ、次のステップには進みません。つまり、「てください」と言われたら、言われた人には
(b         )がなく、自分の希望 (お金を引き出すこと)を実現するためには機械に言われた通り
にするしかないのです。つまり、「てください」という形の持っている意味はaであり、もう少し強い言葉を使
うと (c        )であると頭に入れておいてください。だから、「てください」はあまり使わない方
がよろしい。
「 くださる」を使って「お願い」を表すには、「おVマスください」という表現を使いましょう。つまり、先







































ここに提示 した説明資料では、特に会話例 という表面に現れたものの背後にある考え方 (「文
化」)を伝えることに留意 している。なぜ、ある表現Aを採るのかは、偶然に決められているの

































以上の説明を踏 まえて、次 に、『N2読解スピー ドマスター』 にある手紙文を使 って、 日本語
の文章の組立てについて検討 した。手紙 は書 き手の意思を伝えるツールであるので、話 し手の
















相手の名前 (横書きの場合 縦書きなら手紙の最後に 用紙の上に)
あいさつ① (定型 最初と最後でペア この場合「拝啓―敬具」)




あいさつ③ (定型 バリエーションあり 相手への気遣い)
あいさつ①l(定型)
日付




























































ご案内      のですか。 が正しい敬語表現です。

















































































































ションの経験を積んできている。そんな彼 らの多 くが「上級会話」 クラスを受講 しようとする

































































でいないと言えることの証左ではないかと思 う。これは筆者だけではな く、 日本語教育、就中、
大学での日本語教育に携わる日本語教師に共通の思いだと思 う。
筆者は2011年に『授業研究 第9号』において、上級漢字教育について述べた。数年来、上級
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